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プログラム

次週以降の予定

３月18日(木)

趣味を仕事に

～考えよう相手の気持育てよう思いやりの心～
みんなで築こう人権の世紀

３月４日(木) 会員卓話

３月11日(木)

《新世代活動委員会担当ゲスト例会》

《落語例会》

先 の ロ ラ週 プ グ ム

(財団表彰)
吉田正治会員(大口寄付)

　２月12日に小樽南RC創立50周年
記念式典に、滝川RCより７名で参加
して参りました。一昨年の滝川RC50
周年のお礼と野球大会等で大変お
世話になったお礼を兼ねていって
参りました。式典は、大変シンプル

で素晴らしい式典でありました。
　さて、地区大会についてですが、まだ終了し
ていない部会があります。記念誌部会と会計決
算であります。今、急ピッチで進んでおります
ので、宜しくお願い致します。又、地区大会を主
管した事で主管の業務が発生しておりまして、
一つは、韓国3700地区大会への参加と６月の国
際大会への参加についてお願い致します。
　地区からのご案内で2012～2013年の第2510
地区ガバナーノミニーに静内RC細川好弘会員
に決定したとの連絡をいただきました。

春風亭鯉枝師匠
　滝川出身の春風亭鯉枝でござい
ます。本日はご来場いただき誠にあ
りがとうございます。本日はよろし
くお願い致します。

１．砂川RCより２月のプログラム、
砂川・美唄RCより会報届く。
２．地区より2011～2012年度のロー
タリー財団国際親善奨学金奨学生
の募集・推薦要項が届いております。
詳細はポスターを受付の掲示板に

貼っておりますが、事務局へお尋ね下さい。

(米山功労クラブ表彰)　滝川RC(26回目)
(米山表彰)

吉田正治会員(13回目)
神部洋史会員(８回目)
川口義弘会員(４回目)
塩尻一幸会員(４回目)
鈴木英也会員(１回目)
高木敏行会員(１回目)

上田副委員長挨拶
　皆さんこんにちは。本来であれば、
谷口委員長が挨拶する予定であり
ましたが、欠席ですので代わってご
挨拶とゲストの紹介を致します。本
日のゲストは、落語家の春風亭鯉枝

さんです。
1969年１月１日滝川市で生まれる。滝川西高校
卒業。
本名は渡利哲也(わたりてつや)さん。
趣味は麻雀、競馬、炭酸飲料を飲むこと。
平成７年６月春風亭鯉昇(現、瀧川鯉昇＝たき
がわりしょう）に入門。
平成11年７月　二つ目昇進。
平成21年５月　真打昇進。
さまざまな職業を経て、26歳の時に落語家を目
指して上京。新作落語に取り組み、これまでに
20の作品を作る。滝川から東京に出てきた自分
自身を題材とした「おのぼりさん」は得意ネタ
のひとつ。



　久々の笑い笑いの例会でありました。鯉枝
師匠の若干早口で「こきみいい」話しぶりに
会場は、笑いの「うず」でした。今後は、滝川出
身者としてもっともっと頑張って下さい。

ニコニコＢＯＸニコニコＢＯＸ
吉田　正治会員
米山・財団表彰を受けて。
宮崎　英彰会員
昨日、55歳になったので!!来年は5,600円ニコ
ニコします。

ている。クラブの役員には読んで欲しい。
○世界や日本におけるロータリーの状況、活動
や思いを会員が共有できるのが「ロータリーの
友」だと思う。全部を読まなくても良い。業界紙
や新聞、週刊誌も必要な所を読んで、それで役
目は終り。「友」誌も同じで興味のある記事を読
むだけで結構。
○「友」誌の今月号に「各クラブはそれぞれの歴
史と伝統に裏打ちされた奉仕活動を展開して
いるにも関わらず、その情報がそのクラブにし
か残っていない。地区内の別のクラブにさえ、
その情報の交換がなされていないことにがく
然とした。各クラブの事業やそのやり方につい
て、地区内で情報交換することにより、もっと
素晴らしい活動が展開されるものと思う。情報
交換をすることにより、クラブの良い所はまね
てもらい、相手の良い所を取り込むことにより、
ロータリークラブとしての更なる発展が考え
られるのではないか」とあった。まさしく、「友」
誌はそんな役割を十分に果たしていて、情報を
たくさん知らせてくれる。また他クラブの会報
を読んで、活動状況を知ったり、沢山の情報を
取り込みながら、滝川クラブの活動をしていか
なければ、つまらないクラブになってしまう。
一つのクラブには限界がある。ロータリアンの
我々のやらなければならない奉仕活動がまだ
まだ有るにも関わらず事業がマンネリ化し、
ロータリーが面白く無くなり、クラブがただの
サロンになってしまうかもしれない。
○「ロータリーの友」には沢山の情報や思いが
載っている。しかし、それを生かすも殺すも、「友」
誌を手にする我々がどの様にそれらを自分の
為に活用するかにかかっている。有効なロータ
リー活動を参考にする意味でも是非、「ロータ
リーの友」を読んで頂きたい。結論は、ロータリー
の会員は「ロータリーの友」を買って、読む義務
があるので、興味のある所だけでもいいから読
んで下さいということです。

木曜フォーラム報告
２月18日午後６時 (マリアージュインベルコ)

講師　ロータリーの友地区委員　
　　　　　　　　　中島　健会員
○ロータリー会員には三つの義務
がある。①会費の納入②例会出席③
ロータリー雑誌の購読。世界には「ロー
タリーの友」などの地域雑誌と機関

雑誌「The Rotarian」の、併せて31のRIで承認さ
れた、ロータリー雑誌がある。ロータリー会員は、
地域雑誌か「The Rotarian」のいずれかを購読
しなければならない。
○「The Rotarian」はアメリカ、エバンストンの
RIの世界本部で発行されている雑誌で、99年前
の明治44年に創刊。「ロータリーの友」は、57年
前の昭和28年、創刊。
○価格は広告を主な収入源として＠210円(消
費税と送料込み)の定価で、今日まで35年間維
持されている。「友」誌と言う業界紙が210円と
は安い。
○「友」誌の特色は、縦書き横書きがある事。縦
書きは会員の交流の場で会員の投稿が中心。特
に女性会員や３年未満の会員の投稿を期待し
ているとの事です。
○横書きはRI指定記事やロータリー情報が載っ


